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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定安全ロープ（１２）で使用される墜落防止装置であって、墜落時にとられる作用係
止位置、又は、使用者がロープ（１２）に沿って上昇方向に又は制御下で下降する場合の
逆方向に前進できるようにするための非作用非係止位置のいずれかをとるように構成され
た固定システム（１８）が設けられた本体（１６）を含み、前記固定システム（１８）は
、
　前記本体（１６）の第１スピンドル（２４）に関節連結された支持アーム（２６）と、
　前記支持アーム（２６）に固定的に取り付けられた第２スピンドル（３０）に回転自在
に取り付けられた円筒形ホイールの形態のローラー（２８）と、
　前記ローラー（２８）の駆動部材（３３）と前記支持アーム（２６）との間に係合解除
位置又は係合位置をとるように配置された遠心力連結手段（３８）とを含む、墜落防止装
置において、
　前記支持アーム（２６）は、前記第２スピンドル（３０）と平行に延びる円筒形リム（
４４）を有し、
　前記遠心力連結手段（３８）は、圧縮ばね（４６）に抗して前記駆動部材（３３）の傾
斜面（４２）に沿って前記円筒形リム（４４）の内面に当接する位置に移動自在の少なく
とも一つの調速機おもり（４０）と、前記支持アーム（２６）の前記円筒形リム（４４）
の内部に配置され、前記ばね（４６）の弾性力を調速機おもり（４０）に伝達する連結部
材（４５）とを含むことを特徴とする墜落防止装置。
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【請求項２】
　前記調速機おもり（４０）は円筒形形状であり、係合位置で前記支持アーム（２６）の
前記円筒形リム（４４）と関連して作動することを特徴とする、請求項１に記載の墜落防
止装置。
【請求項３】
　前記調速機おもり（４０）の前記周面及び前記駆動部材（３３）の前記傾斜面（４２）
は、ラックを形成するように鋸歯状になっていることを特徴とする、請求項２に記載の墜
落防止装置。
【請求項４】
　前記遠心力連結手段（３８）は、前記第２スピンドル（３０）に関して対称に配置され
た二つの調速機おもり（４０）及び二つの圧縮ばね（４６）を含むことを特徴とする、請
求項１に記載の墜落防止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固定安全ロープで使用される従動体式墜落防止装置であって、墜落時にとら
れる作用係止位置、又は、使用者がロープに沿って上昇方向に又は制御下で下降する場合
の逆方向に前進できるようにするための非作用非係止位置のいずれかをとるように構成さ
れた固定システムが設けられた本体を含み、前記固定システムは、
　前記本体の第１スピンドルに関節連結された支持アームと、
　前記支持アームに固定的に取り付けられた第２スピンドルに回転自在に取り付けられた
円筒形ホイールの形態の係止ローラーと、
　前記ローラーの駆動部材と前記支持アームとの間に係合解除位置又は係合位置をとるよ
うに配置された遠心力連結手段とを含む墜落防止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上昇及び下降を行うための通常の使用では、墜落防止装置は、ロープに沿った人の前進
にジャミングを引き起こすことなく追従する。人は、墜落防止装置に手作業で係止解除作
用を行うことなく、自由に移動する。係止は、墜落時にのみ起こる。
【０００３】
　周知の墜落防止装置の固定システムは、一般的には、ハーネスに連結するための取り付
けリングを一方の端部に有し且つロープに固着して動かなくする即ちジャミングするため
のカムを他方の端部に有する枢動レバーを含む。このような構成は、墜落時に使用者がレ
バーを掴んでいる場合に係止が起こらないようにするジャミングクリートとして作用する
。
【０００４】
　特許文献１は、重量の突然の変化に対する反応で、共通の係止部材によって独立して作
動する二つのカムが設けられた係止手段を含む、墜落防止装置用二方向係止装置に関する
。カムの各々の係止は、当該手段のフレームに関するロープの傾斜で決まる。
【０００５】
　特許文献２には、円筒形ホイールが回転自在に設けられ、機械的遠心力連結手段が爪と
して形成された関節連結された支持アームを含む固定システムを有する墜落防止装置が記
載されている。ホイールの周囲には、ロープとの摩擦作用でホイールを回転させるスプロ
ケットを形成する一連の歯が設けられている。墜落防止装置に垂直ライフラインを挿入す
るため、関節連結されたＵ形状アングルブラケットを使用し、これを外に枢動しなければ
ならない。これにより、操作が複雑になる。ピンの形態のばねを使用するため、連結手段
の係止閾値を正確に制御することができない。
【特許文献１】国際公開第ＷＯ００／２４４７１号パンフレット
【特許文献２】米国特許第４，９２３，０３７号明細書
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、係止閾値を係止ローラーの速度及び又は加速度に従って正確に得るこ
とができる固定ロープ用墜落防止装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による墜落防止装置は、遠心力連結手段が、圧縮ばねに抗して駆動部材の傾斜面
に沿って移動自在の少なくとも一つの調速機おもりと、支持アームの円筒形リムの内部に
配置され、ばねの弾性力を調速機おもりに伝達する連結部材とを含むことを特徴とする。
【０００８】
　上昇及び下降を行うための通常の使用では、連結手段は係合解除位置にあり、墜落防止
装置は、ロープに沿った人の前進に対して、固定システムを手作業で係止解除作用を行う
ことなく追従する。墜落が起こったとき、予め設定された閾値で自動的に係止する。この
場合、連結手段は係合位置にあり、その結果、強い圧力がローラーによってロープに及ぼ
される。
【０００９】
　好ましい実施の形態によれば、調速機おもりは円筒形形状であり、係合位置で支持アー
ムの円筒形リムと関連して作動する。調速機おもりの周面及び駆動部材の傾斜面は、有利
には、ラックを形成するように鋸歯状になっている。
【００１０】
　好ましくは、遠心力連結手段は、ローラーの第２スピンドルに関して対称に配置された
二つの調速機おもり及び二つの圧縮ばねを含む。
【００１１】
　この他の利点及び特徴は、単なる非限定的な例として与えられた添付図面に示す本発明
の一実施の形態についての以下の説明から更に明らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１乃至図７において、墜落防止装置１０は、固定ビレイロープ（ｂｅｌａｙｉｎｇ　
ｒｏｐｅ）１２に沿って移動する人の安全性を図るために使用される。スナップフック１
４が墜落防止装置１０に対して、身体のハーネスに直接的に又は吸収ラニヤード（ｌａｎ
ｙａｒｄ）を介してのいずれかで連結されるように、フック止めされる。上昇及び下降を
行うための通常の使用では、墜落防止装置１０は、ロープ１２に沿った人の前進に対して
、係止することなく従う。人は、墜落防止装置１０を手作業で係止解除することなしに自
由に動くことができる。
【００１３】
　墜落防止装置１０は、剛性本体１６と、移動自在の固定装置１８とを含む。この固定装
置１８は、墜落時にとられる作用係止位置、又は、上昇方向での又は制御下での下降中の
逆方向での非作用非係止位置のいずれかをロープ１２と関連してとるように作動する。好
ましくは金属製の本体１６は、ロープ１２を通すための真っ直ぐなＵ形状チャンネル２０
と、このチャンネル２０の方向に関して横方向に延びる第１スピンドル２４を装着するた
めのブラケット２２とを含む。チャンネル２０の上部分には、スナップフック１４を通す
ことができる二つの穴２３が設けられている。
【００１４】
　固定装置１８は、第１スピンドル２４に関節連結された支持アーム２６と、支持アーム
２６に固定的に取り付けられた第２スピンドル３０に回転自在に取り付けられたホイール
の形態の係止ローラー２８とを含む。係止ローラー２８の周面は円筒形であり、複数の棘
突起（ｓｐｕｒ）３２が設けられている。これらの棘突起３２の各々は、スピンドル３０
を通る半径方向に関して所定の傾斜を備えている。張力ばね３１が第１スピンドル２４に
設けられており、支持アーム２６をチャンネル２０の方向に押圧する。
【００１５】



(4) JP 4566643 B2 2010.10.20

10

20

30

40

50

　係止ローラー２８には内部駆動部材３３が設けられている。この内部駆動部材３３には
、第２固定スピンドル３０を収容するチューブ状ベアリング３６が設けられている。係止
ローラー２８の内側には、内部駆動部材３３の両傾斜面４２と支持アーム２６の円形リム
４４との間に配置された一対の円筒形調速機おもり４０によって形成された遠心力連結手
段３８が配置されている。
【００１６】
　一対の圧縮ばね４６が遠心力連結手段３８を係合解除位置に押圧し、調速機おもり４０
と支持アーム２６の円筒形リム４４との間に半径方向隙間を形成する（図４参照）。連結
部材４５がリム４４の内部に配置され、ばね４６の弛緩力を調速機おもり４０に伝達する
。連結部材４５及び圧縮ばね４６の存在により、遠心力連結手段３８の係合閾値が回転ロ
ーラー２８の内部駆動部材３３の速度又は加速度に従って正確に決定される。
【００１７】
　使用者が墜落した場合には、係止ローラー２８の内部駆動部材３３が第２スピンドル３
０を中心として矢印Ｆ１の方向に高速で回転することにより、調速機おもり４０を遠心力
の作用で係合解除位置まで移動させる（図７参照）。調速機おもり４０には、ばね４６の
戻し力よりも大きく逆方向の遠心力が加わる。傾斜面４２に沿ったこの移動によりばね４
６を圧縮し、調速機おもり４０をリム４４に対して固着して動かないようにするジャミン
グ効果を発生させる。かくして、係止ローラー２８が支持アーム２６に固定され、第１ス
ピンドル２４を中心として旋回できるジャミングクリートを形成し、ロープ１２とのジャ
ミングによって墜落を停止する。
【００１８】
　調速機おもり４０の周面及び駆動部材３３の傾斜面４２は、有利には、遠心力連結手段
３８の係合及び係合解除を容易にするラックを形成するように鋸歯状になっている。圧縮
ばね４６は、連結閾値を制御できる均等な剛性を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】アタッチメント式のスナップフックが装着された後にビレイロープに装着された
、本発明による墜落防止装置の斜視図である。
【図２】ロープに関して分解された後の図１の墜落防止装置の分解斜視図である。
【図３】墜落防止装置の固定装置の分解斜視図である。
【図４】調速機おもりが係合解除位置にある遠心力連結手段を備えた係止ローラーの断面
図である。
【図５】図４のＬ－Ｌ線に沿った断面図である。
【図６】図４のＧ－Ｇ線に沿った断面図である。
【図７】落下時にジャミングを生じる連結手段の係合位置における図４と同様の図である
。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　墜落防止装置
　１２　固定ビレイロープ
　１４　スナップフック
　１６　剛性本体
　１８　固定装置
　２０　Ｕ形状チャンネル
　２２　ブラケット
　２３　穴
　２４　第１スピンドル
　２６　支持アーム
　２８　係止ローラー
　３０　第２スピンドル
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　３１　張力ばね
　３２　棘突起
　３３　内部駆動部材
　３６　チューブ状ベアリング
　３８　遠心力連結手段
　４０　円筒形調速機おもり
　４２　傾斜面
　４４　円形リム
　４５　連結部材
　４６　圧縮ばね

【図１】 【図２】
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